
国道１９１号藤中交差点 交通事故発生状況

対策前の状況

●国道横断をする歩行者の事故が発生

－事故発生要因－
①市道から国道を横断する際、押しボタンに気づかず
赤信号で横断する歩行者が自動車と接触。

②交差点が広いことから、横断歩道横から乱横断する
歩行者が事故に遭遇する危険性がある。

写真③

▼藤中交差点での主な事故発生状況
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信号無視の横断歩行者が車両と衝突(H21：死亡,H22：軽傷)
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写真④ 押しボタン

押しボタンが車道向きに設置されているため
市道からの歩行者が見えにくい

信号無視の横断歩行者が車両と衝突(H23:死亡)
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長門市役所

市道から横断歩道を通行せずに国道横断市道から横断歩道を通行せずに国道横断

横断歩道横から国道を横断
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国道１９１号藤中交差点 交通事故対策の内容

対策の内容

●歩行者の重大事故減少を目指して

▼事故対策内容

▼対策後の地域の声
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写真②対策前

課題：市道から歩道への通路がないため押しボタン信号に気づかない
対策：歩行者動線の見直し、信号移設、押しボタン看板更新、押しボタン向き変更
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写真②対策後
歩行者動線見直し,区画線,押しボタン向き変更

写真③

・工事をしてから通りやすくなった。(60歳代男性)
・通行しやすくなって、地域住民は喜んでいる。(70歳代男性)

写真③対策後
たまり場確保,信号移設,押しボタン看板更新

平成24年３月完成！

▼長門警察署の声

・交差点内を通行していた歩行者動線が明らかに横断歩道上となり、安全性が向上した。

課題：乱横断の危険性
対策：横断防止柵の設置

写真②

対策：歩道たまり場拡幅

対策：区画線整備




